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ヒョウタンといえば、神社・仏閣で見られ

る縁起物や七味唐辛子入れをイメージする

人も多いだろうが、実はキュウリやメロン

などと同じウリ科に属し、ユウガオと同種

の植物の果実。トックリのようなくびれを

持つ形がよく知られているが、形や大きさ

はさまざまだ。世界最古の栽培作物ともい

われ、用途も歴史も奥が深い。

古
代
よ
り
重
宝
さ
れ
た
日
用
品

世
界
最
古
の
栽
培
作
物
と
い
わ
れ
る
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
。
原
産
地
は
ア
フ

リ
カ
の
モ
ロ
ッ
コ
、
エ
チ
オ
ピ
ア
や
南
米
ペ
ル
ー
だ
が
、
ペ
ル
ー
で
は
１

万
２
０
０
０
年
前
、
タ
イ
で
は
９
０
０
０
年
前
、
メ
キ
シ
コ
で
は
７
０

０
０
年
前
、
中
国
で
は
６
０
０
０
年
前
の
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
な
ど
、

古
く
か
ら
世
界
各
地
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

ヒ
ョ
ウ
タ
ン
の
栽
培
は
、
生
活
用
品
に
加
工
す
る
こ
と
が
主
な
目
的

だ
。
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
は
ウ
リ
科
の
植
物
だ
が
、
皮
は
硬
く
、
果
肉
は
非
常

に
苦
い
た
め
、
食
用
に
は
あ
ま
り
適
さ
な
い
。
人
々
は
内
部
の
果
肉
を

取
り
出
し
、
硬
い
皮
を
乾
燥
さ
せ
て
器
と
し
て
利
用
し
た
。

日
本
で
は
８
５
０
０
年
前
の
縄
文
時
代
の
貝
塚
か
ら
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
が

見
つ
か
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
ヒ
シ
ャ
ク
や
酒
器
、
祭
器
、
茶
碗
な

ど
に
加
工
さ
れ
、
生
活
用
品
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
古
代
の
前
方
後
円
墳
は
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
を
模
し
た
と

い
う
説
が
あ
る
が
、
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
が
人
々
の
生
活
文
化
と
深
く
密
着
し

て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
説
に
も
説
得
力
が
あ
る
。

個
性
的
な
形
を
生
か
し
多
彩
に
変
身

私
た
ち
が
よ
く
目
に
す
る
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
は
、「
千
成
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
、
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
の
中
で
は
最
も
小
形
の
も
の
。
ほ
か
に
胴
回
り
が

１
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大
ヒ
ョ
ウ
、
長
さ
２
メ
ー
ト
ル
以
上
に
も
な
る

長
ヒ
ョ
ウ
、
ヒ
シ
ャ
ク
形
の
シ
ャ
ク
ヒ
ョ
ウ
、
表
皮
が
い
ぼ
で
覆
わ
れ
て

い
る
い
ぼ
ヒ
ョ
ウ
な
ど
も
あ
り
、
そ
の
種
類
は
多
種
多
様
。

形
、
大
き
さ
と
も
こ
れ
だ
け
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
、
そ
の
用
途
も
幅
広

い
。
ト
ッ
ク
リ
や
印
籠
、
た
ば
こ
入
れ
、
薬
入
れ
な
ど
、
器
と
し
て
の

利
用
法
を
は
じ
め
、
種
を
中
に
入
れ
る
と
長
期
間
保
存
で
き
る
、
あ
る

い
は
丸
く
角
が
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
日
本
で
は
縁
起
物
と
し
て
お

守
り
や
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
に
加
工
さ
れ
て
い
る
。
漆
加
工
や
透
か
し
彫
り
、

焼
き
絵
、
絵
付
け
を
施
し
た
工
芸
品
も
各
国
で
作
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
が
世
界
各
地
で
さ
ま
ざ
ま

な
楽
器
に
姿
を
変
え
て
い
る
の
も
興
味
深
い
。

第31回

食べ物
Foods

ヒョウタン

さまざまに姿を変えるモノから
生活の知恵や日本とのつながりを発見

せ
ん
な
り

形も大きさも多種多彩なヒョウタンの数々。ひもを巻いた

りねじったりしながら、いろいろな形に仕上げるのが、ヒ

ョウタン栽培の楽しみでもある

取材協力＝立山ひょうたん村共同組合、ジャンボひょうたん会、（特活）カポエィラ・テンポ、音楽文化総合研究所、アフロモード

ヒョウタンの基本形とされる千

成（右）は、長さ13センチ以下。

プランターでも作りやすく、初

心者でも栽培しやすい

雑貨
Miscellaneous goods

ヒョウタンの果皮を原料に使っ

たお香も作られている

お 香

楽器
Instruments

い
ん
ろ
う

ヒョウタンの下のふくらみ部分

をカットした急須、縦に割った

弁当箱など、ヒョウタンから生

まれる器のバリエーションは幅

広い

食 器

長寿を願う縁起物として古く
から愛用されてきた

縁 起 物
透かし彫りを施したヒョウタン

の内部に明かりをともせば、素

敵なランプやシャンデリアに

照 明

食器だけでなく、花入れにもな

る。ヒョウタンの器に漆や金箔、

いぶし加工などを施した風流

な花器もある

花 器

樹液から採取したヒョウタン
エキスを利用したシャンプー
とローション

化 粧 品

江戸時代から珍味として知られ

る千成ひょうたんの奈良漬。味

はスイカの奈良漬に似ている

が、あくはかなり強い。

漬 け 物

ブラジルの格闘技・カポエィ

ラで使われる楽弓ビリンバウ。

ヒョウタンを加工した共鳴器

によって音が変わる

ビリンバウ

共鳴用のヒョウタンの上に木

片を並べたアフリカの木琴

バラフォン

アフリカの民族楽器。ヒョウ

タンで作った共鳴箱の上に鋼

のキーが並んでいる

カリンバ世界の弦楽器を融合させて開

発された「ひょん」（写真提供：

ザ・ひょうたんフィルハーモニ

ック）

弦楽器

天然水とヒョウタンの果皮で作

られたひょうたん茶も製品化さ

れている

お 茶

k12.20-21mono  07.2.25 6:02 PM  ページ 1 (1,1)


